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昨
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
市

内
経
済
が
逼
迫
す
る
中

で
の
議
員
専
用
の
高
額

シ
ス
テ
ム
導
入
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の

議
員
配
布
計
画
に
つ
い
て
は
、
朝
木
議

員
と
、藤
田
議
員
、共
産
党
の
各
議
員
の

猛
烈
な
反
対
を
押
し
切
り
、
公
明
と
佐

藤
ま
さ
た
か
議
員
を
中
心
に
、自
民
、白

石
え
つ
子
、上
町
弓
子
、鈴
木
た
つ
お
各

議
員
が
賛
成
し
て
予
算
要
求
を
強
行
し

た
も
の
の
、見
事
に
ボ
ツ
と
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、選
挙
前
の
今
年
度
に
な
っ
て
、

突
然
渡
部
市
長
が
来
年
度
か
ら
こ
の

計
画
を
予
算
化
す
る
と
言
い
だ
し
て
い

る
。

　

こ
れ
は
、
議
員
達
が
、
ギ

ガ
ス
ク
ー
ル
事
業
で
、
小
中

学
生
が
シ
ス
テ
ム
を
使
い
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
支
給
さ
れ
て
い

る
の
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

た
の
か
、
自
分
達
も
議
員
の

専
用
シ
ス
テ
ム
と
各
議
員

専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が

欲
し
い
と
要
求
し
て
い
る
も

の
。

　

収
入
の
な
い
子
ど
も
達

が
、
毎
日
の
義
務
教
育
学
習

の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
を
支
給
さ
れ

る
の
と
異
な
り
、
議
員
は
年

収
約
７
８
０
万
円
、
そ
し
て

議
会
の
会
議
は
年
間
５０
日
程

度
。
そ
し
て
現
状
、
各
議
員

は
自
分
の
Ｐ
Ｃ
を
所
有
し
て

い
て
何
も
困
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
市
職
員
が
公
金
で
購
入
し
た

備
品
は
、
当
然
、
勤
務
時
間
外
に
市
役

所
外
へ
の
持
ち
出
し
は
で
き
な
い
が
、

こ
の
議
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
は
自
由

に
持
ち
運
び
可
、
自
宅
で
の
私
的
利
用

も
で
き
る
と
い
う
特
別
待
遇
。

　

こ
れ
ま
で
朝
木
議
員
は
市
内
義
務
教

育
就
学
児
の
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限

撤
廃
を
訴
え
て
き
た
が
、
そ
の
予
算
が

２
４
０
０
万
円
か
か
る
と
し
て
、
渡
部

市
長
は
拒
否
し
て
き
た
。
ま
た
、
高
校

生
の
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
の
撤
廃

の
た
め
の
予
算
は
約
８
０
０
万
円
。

　

し
か
し
、今
回
た
っ
た
２５
人
の
、し
か

も
７
８
０
万
円
も
の
年
収
が
あ
る
議
員

の
要
望
に
応
え
、
不
要
不
急
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
配

り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
に
５
７
０
万

円
、
そ
の
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と

し
て
年
間
４
５
０
万
円
の
予
算
を
確
保

す
る
見
通
し
だ
。

　

コ
ロ
ナ
不
況
や
光
熱
費
・
物
価
高
騰

で
市
民
の
生
活
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
不
況
下
で
、

本
来
税
金
の
使
途
を
監
視
す
る
の
が

大
き
な
役
割
で
あ
る
は
ず
の
議
員
が
、

市
民
の
血
税
で
物
品
を
た
か
る
の
だ
か

ら
、あ
き
れ
る
他
な
い
。

小
中
学
生
の
医
療
費
助
成
の

所
得
制
限
撤
廃
の
予
算

２
４
０
０
万
円
は
出
さ
な
い
渡
部
市
長

公明党の執念により議員の
タブレットＰＣ支給案が復活

物
価
・
光
熱
費
高
騰
で
あ
え
ぐ

物
価
・
光
熱
費
高
騰
で
あ
え
ぐ

市
民
の
血
税
に
た
か
る
議
員
達
！

市
民
の
血
税
に
た
か
る
議
員
達
！

25
人
の
議
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
配
布
予
算
に
は
年
間
４
５
０
万
円
！

　

創
価
学
会
２
世
の
立
場
で
創
価
学
会
批
判
を
繰
り
広

げ
て
い
る
長
井
秀
和
氏
が
、
昨
年
１２
月
の
西
東
京
市
議
会

議
員
選
挙
で
ト
ッ
プ
当
選
し
た
。創
価
学
会
を
怖
が
っ
て
、

正
面
か
ら
批
判
す
る
議
員
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
い

な
い
こ
と
か
ら
、
西
東
京
市
で
の
長
井
氏
の
ト
ッ
プ
当
選

は
創
価
信
者
に
と
っ
て
は
衝
撃
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

東
村
山
市
で
は
故
朝
木
明
代
議
員
が
、
創
価
学
会
の
脱

会
者
の
救
済
活
動
等
、
創
価
学
会
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
１
９
９
５
年
に
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
、

そ
の
後
は
同
僚
の
故
矢
野
穂
積
議
員
と
朝
木
直
子
議
員

が
遺
志
を
継
い
で
き
た
。一
昨
年
１２
月
に
は
矢
野
議
員
が

逝
去
、現
在
、矢
野
議
員
の
後
継
者
と
し
て
、子
安
じ
ゅ
ん
・

本
紙
編
集
員
が
朝
木
議
員
と
共
に
活
動
し
て
い
る
が
、
今

後
も
長
井
議
員
に
続
い
て
、
カ
ル
ト
団
体
と
政
治
の
癒
着

を
糾
弾
す
る
議
員
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

西
東
京
市
議
会
議
員
選
挙
で

長
井
秀
和
氏
が
ト
ッ
プ
当
選
！

タウン
ニュース

　

も
と
も
と
は
自
民
党
市
議
だ
っ
た
渡
部

市
長
は
２
０
０
７
年
に
市
長
に
転
身
し
て

か
ら
今
年
で
４
期
１６
年
目
だ
が
、
４
月
に

施
行
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
で
、
５
期
目
を

狙
っ
て
立
候
補
す
る
と
表
明
し
た
。

　

だ
が
、
自
治
体
の
首
長
の
「
長
期
政
権
」

に
つ
い
て
は
、
弊
害
が
多
く
、
制
限
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
以
前
か
ら

強
く
あ
り
、
特
に
、
２
０
０
６
年
に
、
現
職

知
事
が
相
次
い
で
収
賄
罪
等
で
逮
捕
さ
れ

て
か
ら
は
、
総
務
省
に「
首
長
の
多
選
問
題

に
関
す
る
調
査
研
究
会
」が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
多
選
制
限
問
題
の
議
論
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

現
在
、
神
奈
川
県
で
は
、
未
施
行
で
は
あ

る
も
の
の
、知
事
の
多
選
を
禁
止
す
る
条
例

が
制
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
市
長
は
多
選

を
自
粛
す
べ
き
」
と
い
う
多
選
自
粛
条
例

も
８
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
３
期
を
超
え
る
首
長
の
い
わ
ゆ
る

「
多
選
」
に
つ
い
て
は
弊
害
を
防
止
す
る
た

め
に
、
本
来
、
市
長
自
身
が
自
粛
す
べ
き
こ

と
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
市
長
に
対

し
、多
選
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
や
議
論
が
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

東
村
山
の
市
長
は
、
代
々
自
民
党
の
推
薦

支
援
を
基
盤
に
し
て
い
る
が
、
自
民
党
も
市

長
は
３
期
ま
で
、と
い
う
不
文
律
が
あ
り
、前

回
、
渡
部
市
長
が
４
期
目
出
馬
の
意
向
を
示

し
た
際
に
は
、「
今
回
で
最
後
」
と
い
う
約
束

で
、推
薦
を
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

今
回
そ
の
約
束
を
破
っ
た
渡
部
市
長
の

５
期
目
へ
の
出
馬
表
明
に
対
し
て
、
当
初
、

自
民
党
は
さ
す
が
に
推
薦
を
し
ぶ
り
、
し
ら

け
ム
ー
ド
。
そ
れ
で
も
渡
部
市
長
が
５
期
目

出
馬
に
意
欲
的
か
つ
強
気
な
の
は
、
公
明
党

か
ら
の
強
力
な
支
持
が
あ
る
か
ら
だ
。
特
に

渡
部
市
長
は
公
明
党
・
谷
村
都
議
の
「
お
気

に
入
り
」と
さ
れ
て
お
り
、今
回
も「
谷
村
都

議
が
渡
部
市
長
を
放
さ
な
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
囁
き
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
い
た
。

谷
村
都
議
に
と
っ
て
、
渡
部
市
政
と
い
う
の

は
大
き
な「
メ
リ
ッ
ト
」が
あ
る
よ
う
だ
。

　

自
民
党
木
原
誠
二
議
員
は
次
期
市
長
候

補
と
し
て
、
自
民
党
・
小
林
み
お
議
員
を
候

補
に
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、総
選
挙
で

公
明
党
の
票
を
あ
て
に
し
て
い
る
木
原
議

員
は
結
局
は
谷
村
都
議
に
は
逆
ら
え
ず
、選

挙
と
な
れ
ば
、「
公
明
党
お
抱
え
」
と
も
言

え
る
渡
部
市
長
に
推
薦
を
出
す
見
込
み
だ
。

　

成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。

  

５
選
を
狙
う
渡
部
市
長

５
選
を
狙
う
渡
部
市
長

公
明
党
お
抱
え
の
渡
部
市
長

〜
公
明
党
の
支
持
を

バ
ッ
ク
に
〜



★ 裁判判決で他殺がはっきりした朝木明代議員殺害事件。犯人逮捕への情報提供をお願いします。 2

TEL＆FAX ０４２－３９３－２６６３　E-mail：asaki@sunny.ocn.ne.jp 第２０２号

　

朝
木
直
子
議
員
の

発
行
す
る
こ
の
東
村

山
市
民
新
聞
の
記
者

お
よ
び
編
集
員
と
し
て
、

東
村
山
市
議
会
の
様
子

を
見
て
き
ま
し
た
。
選

挙
の
時
に
言
っ
て
い
る
こ
と
と
正
反

対
で
、
コ
ロ
ナ
禍
不
況
で
苦
し
む
市
民

そ
っ
ち
の
け
で
議
員
の
待
遇
改
善
を

議
決
し
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
欲

し
が
っ
て
い
る
議
員
を
見
て
、
あ
ま
り

の
幼
稚
さ
と
欲
の
深
さ
に
に
大
変
驚

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
食
事
会
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

分
断
さ
れ
て
い
る
方
、
生
活
に
困
窮
さ

れ
て
い
る
方
、
身
体
が
思
う
よ
う
に
動

か
な
い
た
め
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
方
、な
ど
、様
々
な
課
題
が
あ
る
方
た

ち
に
、
行
政
が
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
現
状
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
、

故
矢
野
穂
積
議
員
を
受
け
継
ぎ
、
朝
木

直
子
議
員
と
共
に
、
東
村
山
市
民
の
た

め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
朝
木
直
子
議
員
の
母
・

明
代
議
員
の
殺
害
事
件
の
真
相
究
明
活

動
も
、
日
本
の
民
主
主
義
を
守
る
た
め

に
全
力
で
闘
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
て

い
ま
す
。

　

東
村
山
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

行
政
監
視
型
市
民
派

朝
木
直
子
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

行
政
監
視
型
市
民
派

子
安
じ
ゅ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

▼
母
・
明
代
議
員
の
殺
害
事
件
後
、遺
志
を
継
ぎ
、謀

殺
事
件
究
明
、庶
民
・
弱
者
の
生
活
を
守
り
、税
の
使

途
、
行
政
腐
敗
を
監
視
す
る
た
め
に
斗
う
こ
と
を
決

意
。
憲
法
学
習
会
・
廣
渡
塾
一
期
生
／
市
民
新
聞
編

集
長
／
現
職
市
議
会
議
員

▼
１
９
６
７
年
東
村
山
市
諏
訪
町
生
ま
れ
／
化
成

小
・
２
中
・
都
立
武
蔵
高
・
慶
応
大
卒
／
会
社
勤
務

／
高
齢
者
団
体
役
員
／
社
会
福
祉
法
人
理
事
／
「
政

治
と
宗
教
を
考
え
る
会
」／「
脱
原
発
」／
地
元
Ｆ
Ｍ

局
で
番
組
づ
く
り
／
憩
い
の
家
委
託
問
題
を
追
及

し
、
市
長
に
予
算
を
撤
回
さ
せ
る
／
朝
木
明
代
議
員

殺
害
事
件
究
明
に
28
年
。

▼
１
９
８
３
年
大
阪
府

生
ま
れ
。
豊
能
郡
能
勢
町

立
歌
垣
小
・
能
勢
町
立
能

勢
東
中
・
府
立
池
田
高
・
創
形
美
術
学
校
卒
／

会
社
勤
務
／
新
聞
編
集
／
高
齢
者
団
体
役
員
／

２
０
２
２
年
１
月
よ
り
東
村
山
市
民
新
聞
編
集

ス
タ
ッ
フ
／
地
元
Ｆ
Ｍ
局
で
番
組
作
り
／「
脱
原

発
」
／
政
治
と
宗
教
問
題
へ
の
関
心
か
ら
矢
野

穂
積
議
員
の
遺
志
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
や
っ
と
落
ち
着

い
て
き
た
秋
頃
か
ら
、
４
月
で
任

期
が
終
了
す
る
議
員
た
ち
は
駆

け
込
み
の
よ
う
に
視
察
旅
行
を
再

開
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
や
光

熱
費
の
高
騰
で
苦
し
む
市
民
の
税
金

で
、「
視
察
」
と
い
う
名
目
で
泊
り
が

け
で
、
お
付
き
の
職
員
を
連
れ
て
ゾ
ロ
ゾ
ロ

出
か
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夕
食
代
に 

一
人 

３
０
０
０
円
を
税
金
か
ら
支
出
し
、
夜
は
飲

み
会
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
つ
ま
で
も
特
権
意
識
丸
出

し
の
残
念
な
議
員
た
ち
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
時
代
で
、今
や
わ
ざ
わ
ざ

出
向
か
な
く
と
も
情
報
は
入
る
時
代
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
ど
こ
で
か
ら
で

も
会
議
が
で
き
ま
す
。
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
だ
と
大
騒
ぎ
を
し
て
予
算
を
使
い
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
一
人
一
台
導
入
し
た
い
よ

う
で
す
か
ら
、そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
視
察

旅
行
は
廃
止
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
研
究
」
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

「
夏
休
み
の
自
由
研
究
」

さ
な
が
ら
の「
視
察
報
告
書
」

を
見
れ
ば
、
任
期
４
年
の
議

員
た
ち
が
血
税
を
使
っ
て
視

察
旅
行
に
行
く
必
要
性
は
ど

こ
に
も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

お
隣
の
東
久
留
米
市
は

議
員
の
視
察
旅
行
は
廃
止

し
て
い
ま
す
。
私
は
泊
り
が

け
の
視
察
旅
行
に
は
一
度
も

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
議

員
活
動
に
何
の
支
障
も
あ

り
ま
せ
ん
。

子安じゅん

VOICE
政務活動費、
視察旅行などの
議員特権は
即刻廃止を！

政務活動費、
視察旅行などの
議員特権は
即刻廃止を！

私は議員報酬のお手盛り値上げに反対し、任期中のお手盛り値上げ分
および市職員より多いボーナス減額提案分は受け取り拒否しています。

期末手当返上額

5,967,410円

お知らせ

野
口
町
・
多
摩
湖
町
・
廻
田
町
・
美
住
町

富
士
見
町
・
栄
町
・
萩
山
町
・
本
町

担当地域

朝木直子

VOICE

諏
訪
町
・
久
米
川
町
・
秋
津
町

青
葉
町
・
恩
多
町

担当地域

草
の
根
・
矢
野
穂
積
議
員
を
受
け
継
い
で

草
の
根
・
矢
野
穂
積
議
員
を
受
け
継
い
で

さ
っ
そ
く
視
察
旅
行

さ
っ
そ
く
視
察
旅
行

子安じゅん
HP

Twitterでも
情報発信中！

シンポジスト

鈴木エイト氏 （ジャーナリスト）
乙骨正生氏 （ジャーナリスト）

日時
2023年3月25日（土）
17時15分開場（17：30開会）
場所
東村山市民センター
第１・２・３会議室

政治と宗教を
考えるシンポジウム

〈第3回〉政治と宗教の
深い闇を分析する

Twitterでも
情報発信中！

朝木直子
HP

お問い合わせは本紙まで。
電話042-393-2663
（留守番電話が対応しますので、連絡先のメッ
セージをいただければ折り返しのご連絡をい
たします。9:00〜20:00でお願いします）

asaki@sunny.ocn.ne.jpメール
アドレス


